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バイオマスの生理活性

3.研 究概要

地球温暖化や輸送手段の広域 ・高速化 に より、人畜に有害な病原体が広汎 かつ迅速 に伝播

していることは大きな社会問題 の一つ となっている。本研 究では、再生産可能 な木質 ・森林

バ イオマスの変換 によ り人の健康や生活 に寄与す る有用な物質 を生産す るとい う新 しい研究

領域 を開拓す ることを 目的 とし、木竹酢液の抗 ウイルス活性 について検討 を進 めてい る。木

竹酢液 は、木竹炭 を製造す る際に副次的 に得 られ 、セル ロース、ヘ ミセル ロー スお よび リグ

ニ ンの熱分解 生成物 な どを含有す る。木竹酢液 は殺菌 をは じめ とす る様々な生理活性 を有す

ることが報告 され てお り、 ウイル スな どの病原体 の駆除に も有用 なバイオマスである可能性

が考 え られ るが、木竹酢液の抗 ウイル ス活性 につ いては十分な科学的根拠が示 されてい ると

は言 い難い。本研究 では、 日本や韓 国をは じめ として各国で猛威 をふ るってきた 口蹄疫 ウイ

ル スな どに対す る消毒薬 を木竹酢液 か ら生産す るこ とを視 野に入れて、木竹酢液 の抗 ウイル

ス活性試験 を行 い、木竹酢液 の消毒薬への応用 の可能性 と木竹酢液 に含有 され る抗 ウイル ス

活性 物質の探索 を行 った。 これ までに、竹 酢液 に含 まれ るフェノール が脳 心筋炎 ウイル ス

(encephalomyocarditisvirus:EMCV)に 対す るウイル ス不活化活性 を もち、酢酸の共存 に

よ りその活性 が増強 され ることを示 した。平成25年 度 は、ヒノキ木酢液 の部分精製物お よび
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構成成分のEMCVに 対す る抗 ウイルス活性の評価 を行 った。 また、 ヒノキ木酢液 に含まれ る2

成分 の 口蹄疫 ウイル スに対す る不活化活性評価 を行 うとともに、 ヒノキの水溶性画分 に含 ま

れ る抗 ウイル ス活性 をもつ候補物質 を合成 した。さらに、口蹄疫 ウイルス と同 じくpH感 受性

の高い ピコルナ ウイル スで あるライ ノ ウイル スに対す るヒノキ木酢液 とその分画物の抗 ウイ

ル ス活性 を試験 した。 この他 、カラマ ツ木酢液 の分画 を行 い、中性条件で抗 ウイルス活性 を

もつ水溶性物質を含む こ とを明 らかに した。 また、イ ンフル エンザ ウイルスに対す る木竹酢

液 の抗 ウイルス活性評価 を実施 し、アカマツ、 ヒノキお よびカラマ ツ木酢液 は、中性条件 で

もイ ンフルエ ンザ ウイル スの増殖 を抑 えることを見出 した。
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図1木 竹酢液 の抗 ウイル ス活性 の評価 と原 因物質の探索研究
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